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例 0341100→0+3+4+1+1+0+0=9→９ 9941100→9+9+4+1+1+0+0=24→４

・ノートのみ持ち込み可(講義ページ等の印刷物不可)。３枚の綴じをばらさないこと。

１ 以下の文中の［ア ］～［キ ］に当てはまる適切な語句、図を下欄から選択し、その番号を上の

マーク回答欄にマークせよ。

近年、機械にとって、電子回路は状態取得や制御の手段として不可欠なものとなりつつある。

電子回路の理解には、その法則、部品の特性、典型的な回路例を知ることが必要である。電子回路に関わる基

本法則として［ア ］の法則がある。これはある回路要素について、「［イ ］が［ウ ］に比例する］ことを述べたもの

である。なお、その比例定数の単位も［ア ］である。

部品は増幅作用の有無、線形か非線形か、特性が周波数の影響を明示的に受けるか否かなど多様な特性を持

つ。たとえば［エ ］は周波数が高くなるほど、電流が流れやすくなる。この特性を利用し、信号を周波数によって

選択的に増幅したり、減衰させたりする［オ ]回路をつくることができる。以下の［カ ］はある周波数より高い周波

数の成分を減衰させるため、信号の［キ ］などに用いられる。

［ア、イ、ウ］の選択肢：

０：ひずみ １：電流 ２：フレミング ３：電気容量 ４：抵抗値 ５：キルヒホッフ ６：端子間電圧

７：ニュートン ８：オーム ９：運動量

［エ、オ、キ］の選択肢：

０：ＦＭ変調 １：コイル ２：絶対値 ３：コンデンサ ４：差動増幅 ５：減算 ６：フィルタ

７：オペアンプ ８：ノイズ除去 ９：ダイオード

［カ］の選択肢（図）

０：図０ １：図１ ２：図２ ３：図３
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注意事項

・３枚とも、氏名等を記入し、学生番号(縦に７桁)をマークすること。

・[確]には学生番号の各桁の数字をバラして足したものの１の位をマークする。

例 0341100→0+3+4+1+1+0+0=9→９ 9941100→9+9+4+1+1+0+0=24→４

・右上枠はマークしないこと。

２ センサからの信号をコンピュータに取り込むために電圧の変換を

行うことにした。センサとコンピュータ側の仕様から、右図に示す

ように、０～５[V]の入力を－１０～１０[V]の電圧に１次式で変換すること

にした。以下の手順でこの目的にかなう回路を設計せよ。

(1) 出力電圧Voを入力電圧Viの式で表せ。

その際、Vo=a(Vi-b) の形で表すと以降、楽である。

(2) (1)の式を実現するために適切な回路を選択し、名称を記せ。

(3) 必要な数値の計算も含めて、具体的な回路を設計せよ。

出力電圧 Vo[V]

入力電圧 Vi[V]
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３ ディジタル回路について、以下の問いに答えよ

(1) ANDゲートとNORゲートによる組み合わせ回路
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０ ０

０ １

１ ０

１ １

について、右の真理値表を完成させよ。

(2) 真理値表
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０ ０ １

０ １ １

１ ０ ０

１ １ １

を満たすなるべく簡素な論理式を示すとともに、各種ロジックゲートにより

ディジタル回路を設計せよ。
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